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１　各施設の検討状況について

　資料１・２に基づき、事務局から説明

②　大根中学校区の整備構想の中で、Ｅ－Ｌａｂは複合化の対象施設として考えていくのか（福祉部長）。

　→　現段階では想定していない（教育総務課長）。

⑤　広畑ふれあいプラザがある下大槻地区は、高齢化率が高く、貴重な施設となっているので、そうした状況も

踏まえて検討を進めたい（高齢介護課長）。

　→　跡地利用は、市としての活用や地域の要望を整理して決めていく（行政経営課長）。

　資料３・４に基づき、教育総務課課長代理から説明

①　今年度、南公民館の整備に係る測量と地盤調査を予定していたが、予算の都合上、測量の実施時期が遅れて

いる。これに関連して、地盤調査は、来年度になる見込みである。そのため、今年度末に予定していた「南公民

館整備方針」の策定がずれ込む可能性がある（生涯学習課長）。

２　大根中学校区学校施設整備庁内検討委員会の設置について

③　南公民館は、児童館機能を移転してから、いずれ複合化という可能性が想定できるが、大根は、直接複合化

となることがあり得る。現時点で、大根小中学校に空き教室などはあるのか（こども育成課長）。

　→　仮に複合化を進める場合、既存の学校施設ではなく、複合施設を新たに構築していく想定である（教育総

務課課長代理）。

④　仮に、どこかの学校施設を廃止する場合、その跡地利用について、大根中学校区学校施設整備構想に含まれ

るのか（防災課長）。

　→　学校施設、それから学校施設と複合化する機能を先に固めていく予定である（教育総務課課長代理）。

議　題

大根中学校区学校施設整備構想策定に係るロードマップ

大根中学校区学校施設整備構想策定に係る組織体制

資料１

資料２

資料３

資料４

１　各施設の検討状況について

３　その他

２　大根中学校区学校施設整備庁内検討委員会の設置について

会　　　議　　　概　　　要

学校施設との複合化に向けた検討スケジュール

各施設等の検討状況



備考

　事務局から今後の会議スケジュールについて報告

３　その他

⑥　懇話会における議論の進捗は、この会議のメンバーに報告されるのか（政策部長）。

　→　適宜、プロジェクトチームを開催して情報共有を図る（事務局）。

　→　会議の開催がなくても、会議録の共有などは必要であると考える（行政経営課長）。

⑦　懇話会には、教育部のほか、関係課が出席する。議論の進捗に合わせて、施設所管課に加わってもらう想定

である（教育部長）。


